





















































することについて語られたのは、1947 年 3月 24 日に開催されたソ連邦
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を 700 ～ 800kg、炉心の黒鉛重量 3トン、炉心直径 1.5m、炉心高 1.5m、
蒸気生産量 750m3/h、冷却水圧 100 気圧と想定していた。討議ののち、
この指標のいくつか、具体的には熱出力を 30,000kWに、タービン出力







　また、1950 年 3月 28 日付、国民経済への原子力利用に関する活動計
画にたいする、ザヴェニャーギン、ポズドニャーコフ連名の提案17)では、「ウ
ラン 235、プルトニウム 1kg で 2,000 トンの石油に匹敵する」として、
原子力の利点を強調しつつ、蒸気タービン出力5,000～10,000kWの「もっ
















　　1950 年 5月 16 日付ソ連邦閣僚会議布告No.2030-788「平和目的原
子力研究に関する科学研究・設計・実験活動について」18) でこれらの計画
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－И.И. Африкантов－ ）」： 蒸 気 発 生 装 置 群（Паропроизводственная 
установка：П
ペー・ペー・ウー
П У）と 27/ В
ヴェー・エム
М試験台の作業詳細設計図づくりを担




クト 627 には、最終的に 136 の組織が動員された。そのうち、設計ビュー
ローが 20カ所、研究所が 35カ所、工場が約 80カ所であった。
　　基本的な開発路線の策定はП
ペー・ゲー・ウー








1952 年 11 月までに第 143 特別設計ビューローと協同でП
ペー・ゲー・ウー
Г У設計上





























































































И И -45) や中
央空気流体力学研究所（Ц













　図 -１　　プロジェクト  627 用П
ペー・ペー・ウー
П У区画の縦断面
出所） Г.А.Гладков и др., “Корабельные реакторные установки
конструкции НИКИЭТ”, Научно-исследовательский и конструк-
торский институт энерготехники имени Н.А. Доллежаля, 
«Сборник докладов Юбилейной международной научно-
технической кoнференции“Опыт конструирования ядерных 
реакторов”»  Москва, 27-28 мая 2002г. стр.21.
　こうして、船体の技術設計（製造段階の基本設計）は 1954 年末に完了
し、上層での検討に附された。しかし、海軍の専門家委員会（オリョール 































は 3,050 トン、潜航深度 300m、速度 24 ～ 25 ノット、潜航日数 50 ～
60 昼夜、乗組員数 85 名で、魚雷発射装置８門にたいして 533mm魚雷
20 発を搭載することになる。1955 年に完成したアメリカ初の原子力潜
水艦 SSN-571“ノーチラス”は長さ 98.7 ｍ、幅 8.5 ｍ、平均吃水 6.70 ｍ、
排水量（通常）3,160 トン（完全潜航時 4,750 トン）、予備浮力 16.0％、
深度（作戦時）210m、速度（浮上航行時）20ノット（潜航時 20～ 23ノッ
ト）、主動力設備は 7,500 馬力×２基、乗組員 101 人（うち士官 12名）、
533mm魚雷発射装置６門（搭載魚雷数 24基）であり、浮上航行時速度
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































М はゴーリキー機械製作工場が準備し、据え付けは第 402 造船工場
の専門家が機械・計測制御機器製造省の特殊化学設備の専門家とともにこ
れを担当して、1956 年 3月までに完了した。この試験台上で計画出力の




　他方、船体の建造については、それに先立つ 1955 年 9月 24 日に起工
式を迎えていた 48) が、原子炉実験の一定の成功を待って、1956 年 10 月、
П
ペー・ペー・ウー
П Уの据え付けがはじまり、翌 57年 8月 9日、進水式が敢行された。
9月 13、14両日、最小の出力ながら洋上ではじめて原子炉を稼働させた。
1957 年 9～ 10 月、外部の蒸気発生源の力を借りて、全システムの調整




た。ひきつづき、1958 年 7 月 13 日から 12 月 1日まで白海で洋上実験
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と閣僚会議で 1959 年 1月 17 日承認され 50)、ただちに原子力潜水艦プロ
ジェクト  627 はК
カー
-3 という戦術名を与えられて、試験航海のために海
軍に引き渡された。そして、К -3 は 1959 年内に３回、それぞれ 9昼夜、
22昼夜、14昼夜の長期潜航実験に成功し（この段階で原子炉の出力は計










トを出せるもので、1959 年 12 月 27 日、北洋艦隊に配備された。つづ
いて、К
カー






-52 は 1961 年
12 月 27 日、К
カー





年 10 月 16 日、К
カー
-115 は 1962 年 12 月 30 日、К
カー
-42 は 1963 年 11
月４日、К
カー











原子力潜水艦の建造計画を作成しつつあり、プロジェクト  639 が目標と
する諸指標はこの計画に照らしてあまりにも低いものとして大幅見直しを
迫られた経緯を紹介している。プロジェクト  639 にかわって、1959 年
12 月、出力をはじめとする目標数値を大幅に引き上げたプロジェクト 
661 が発動されたが、完成までに長い年月を要し、  661 艦の試験が完了
















　プロジェクト  639 の突然の中止と目標数値の大幅上乗せ＝プロジェク


























し、炉心の取り替えが必要となったからである。1957 年 5月、27/ ВМ
試験台は復旧し、実験が再開され、61年 1月まで継続され、その後休止
期間を挟んで、1961 年 5月からまた次の原子炉について実験がすすめら
れた。この過程で 1962 年 8 月 3日、ついに念願の原子炉のフル稼働＝


















水兵などが後日死亡している。1963 年 4月 10 日には、北大西洋上のК
カー
-19 の事故で 8名が死亡、艦は航行不能となり、基地に曳航されている。



























課題であったが、その過程で 1954 年、1962 年、1966 年、そして 1977
年と事故を起こしている。最初の事故の被害者のなかにはレイプンスキー
自身も含まれていた 60)。












　1950 年 10 月、レイプンスキーは第 11 国立特別設計研究所
（Г
ゲー・エス・ペー・イー






























Т炉と呼ばれた。設計は 1952 年から 1955 年なかばの時期



















た。上記の閣僚会議布告をうけた、1955 年 10 月 31 日付の重機械・運





ギ ド ロ プ レ ス
идропрессが抱えていた仕事との関連
で決められたものではあったが、日程に余裕がなかったことに違いはない。































ギ ド ロ プ レ ス
идропрессの課題に関して、Ц




　当初予定より約１年遅れの 1957 年 1 月、中型機械製作省はプロジェ





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































П Уの技術設計はおおむね、1955 年 2 月までに終了し、
1958 年 11 月試験台に炉心部が装備され、年末までには試験台上への設
備の据え付けが完了した。1959 年 3月、１次回路に鉛－ビスマスの共融
混合物が充填され、まず計画出力の 10%で原子炉を動かしてみた。1960
年 4月 8日には早くも計画出力を達成した 66)。1960 年 12 月に最初の燃

















ギ ド ロ プ レ ス
идропрессが担当した。このため、27試験台は改修され、
1965 年末には 27/ В
ヴェー・テー
Т -5 として再びそこで実験が行われるようになっ
た。1966 年 11 月末、О
オー・カー




























たくなり、結果として動力装置全体の重量は№ 627 艦に比べて 20％も重
たくなった。このため、予備のディーゼル発電機の設置を断念するなど、
軽量化が大きな課題となった 70)。
３．原子力潜水艦プロジェクト  645 の建造とその問題点
　造船工業省は  645 の第 402 工場における起工式を 1958 年 7月 15日
に挙行した。同艦は 1962 年 4 月 1 日に進水式を迎え、8月 11 日には
П
ペー・ペー・ウー












月 27 日、ふたつの原子炉は計画出力の 20%の出力ではじめて稼働した。









であった。1963 年 10 月 30 日、同艦は海軍に引き渡され、К
カー
-27 とい
う戦術名を与えられた 72)。長さ 109.8m、幅 8.3m、平均吃水 5.9m、排水
量（通常）3,420m3（最大時 4,380m3）、予備浮力 28%、潜航深度 300m（た
だし、航行深度は 270m）、浮上航行時最高速度 30.2 ノット、潜航中最大
速度 14.7 ノット、連続潜航期間 50昼夜、乗組員 105 名、というのがそ
の指標であった 73)。
　1964 年 4 月～ 5月、К
カー
-27 ははじめて自力航海実験によって、51 昼
夜連続潜航の記録をつくった。1964 年 7月～ 9月、К -27 は造船工場で



















た。その後プロジェクト№ 705 は、№ 645 艦の事故をうけて、1971 年、
72年、75年と３回にわたって設計の見直しがおこなわれたものの、その
建造は継続され、1970 年の 9月には一応完成し、10 月から一連の試験
に付されることになった。しかし、海軍に配備された直後の1972年 2月、
事故により現役を退いている。この客観的な失敗にもかかわらず、このプ



















































著作、П.А.Александров, «Академик Анатолий Петрович Александров
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